
平成２６年度学校運営計画書 

 

学校名 和歌山市立有功中学校  校長名 酒井 幹司     作成日 平成２６年 ４月 ２５日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本

年

度

の

重

点

目

標 

１ 地域及び関係機関等との連

携をに密にし、人材を確保するだ

けでなく、機動的に活用する。 

２ 学校開放月間等を利用して、

地域に開かれた学校づくりを推

進する。 

３ 保護者や地域の信頼を得て、

魅力ある学校づくりを目指す。 

４ 食育及び道徳教育の充実は

もとより、防災、安全教育の充実

を図る。 

５ 学校の教育活動等ホームペ

ージを活用するなど情報の共有

化に努める。 

１ 実践計画の策定で道徳教育の

充実を目指す。 

２ 人権意識の向上を図るうえで

生徒、保護者、教職員の人権・同

和教育の推進を更に深める。 

３ 生徒の規範意識を高め、きめ

細かな生徒指導を推進する。また、

生徒指導の指導体制も更に充実さ

せる。 

４ 全ての教育活動を通じて、生

徒の感動体験を増やす活動をとり

いれる。 

５ 特別支援（教育相談）委員会

を充実させることで、職員全体で

学習支援を必要とする生徒等への

対応を図る。 

 

１ 反復方略、緻密化方略、体制

化方略を駆使して生徒の基礎・基

本の定着を図る。 

２ 学習状況の評価、学習目標、

課題の認識等学習計画の立案等

を更に推進する。 

３ 家庭での学習の習慣等を図

り、基礎学力の定着を図る。 

４ 積み上げる力を養い、克己心

等注意力の育成に努める。 

５ 自ら課題解決のための考え

を遂行できる力を育成する。 

 

 

 

 

目

標

達

成

に

向

け

た 

具

体

的

方

策 

１ ホットタウン有功や地域ボ

ランティアとの連携を深め、環境

整備を図るとともに、伝承遊びや

盆踊りなどを通して地域のお年

寄りと生徒の交流を深める。 

２ 校内体育大会や文化学習発

表会等で、各学級や部活動での発

表を行うなど地域と密着した行

事を推進する。 

３ 家庭連絡を密にして、子ども

の日々の状況を細かく伝え、家庭

との連携を深める。 

４ 健康に関するアンケートの

実施や外部講師を招いての講演

など健康に関する意識を高める。 

５ ホームページの充実等で情

報の共有化を図る。 

１ 各学年にあった実践指導計画

を策定することにより、全ての教

師が道徳の全体計画のもとで実践

できるようにする、 

２ 日頃の挨拶運動や朝の読書を

進めることで、心の教育の充実を

図る。 

３ 職場体験の更なる充実と行事

の見直しを進めることで、各学年

の生徒の進路に向けた取組を充実

させる。 

４ 外部機関及び講師を招聘し

て、生徒指導委員会（いじめ・不

登校）や特別支援委員会の活動の

充実を図るとともに、教師の意識

の向上に努める。 

１ ノートの取り方やテスト勉

強の対応の仕方等個に応じた指

導を徹底させる。 

２ 基礎学力の定着を図る上で

繰り返し学習の徹底を図る。 

３ 学習意欲を喚起するため、生

徒に対して分かりやすく、興味あ

る授業を展開したうえで評価の

仕方を工夫する。 

４ 個々の生徒の学習の進捗状

況を把握するため、個に対応した

課題の提起や評価を充実させる。 

５ 基本的生活習慣の充実を図

るうえで、「早寝、早起き、朝ご

はん」等の生活のリズムをつけさ

せ、自立的行動ができるよう支援

する。 

 

 

学校教育目標  

自ら考え 自ら学ぶ 心豊かで 思いやりのある たくましい 生徒の育成 

育 て た い 子 ど も 像     

自ら学び、自ら考えられる生

徒の育成 

開かれた学校 豊かな心 確かな学力 

 

心豊かで思いやりのある生

徒の育成 

 

心身ともに健康で、体力の

ある生徒の育成 


